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1. はじめに 

 近年，ゲートレス改札やデジタルチケットといった非接触

型サービスの研究開発[1]が進められている．本稿では，リ

アルタイムに，これらのサービスで生成されるビッグデータ

を処理できるストーリーム処理の偏りを改善するダイナミッ

ク・パーティション手法を提案する． 

2. 課題 

 並列分散ストリーム処理[2][3]では，データが持つ何らか

のルールに基づいてデータを振り分ける必要がある．その

振り分ける先をパーティションとする．しかしながら，各パー

ティションについて，入力データ量に差がある時に，データ

入力からデータ処理完了までのレイテンシーに偏りが発生

する．したがって，偏りを解消することが課題である． 

3. ダイナミック・パーティション手法 

 システムは，Broker 1 台，Producer ４台，Consumer 4 台

と提案手法を実装した Controller 1 台で構成する(図 1)． 

 

 
図１ システム構成図 

 

 パーティション制御について以下に述べる．パーティショ

ン毎のレイテンシーは，パーティション内の毎秒のレコード

レイテンシーの平均で算出する．偏りの検知には，レイテン

シーが最も大きいパーティションの偏りを算出し，しきい値

で検出する．偏りを検知した際は，レイテンシーが最も小さ

いパーティションの，Consumer リソースを開放し，同じデー

タグループのパーティションが持つ Consumer リソースを共

有する．また，しきい値を超えたパーティションの処理リソー

スとして，新しくパーティションを拡張し先程開放された

Consumer リソースを割り当てる． 

4. システム実験  

4.1 実験条件 

 投入するデータグループの種別は，A，B，C の３種類とし，

それぞれのデータサイズを 652 Byte，675 Byte，7,260 Byte

とした．データの平均投入量は，それぞれ 126 (msg/sec)，

123 (msg/sec)，507 (msg/sec)とした．ストリーム処理のオー

プンソースソフトウェアである Apache Kafka を用いる．Kafka 

Broker は，初期パーティション数 4 のトピックを 1 つ作成し

た．パーティション制御のしきい値は 30%とした． 

4.2 実験結果 

 図 2 は，パーティション毎のレイテンシーを示したものであ

る．時間軸の 10 秒を境目に左右を比較すると，Partition1-

3 のレイテンシーを基準とした時，Partition4 は Partition1-3

の 4倍のデータ量があるにも関わらず，レイテンシーがおお

よそ 4 倍から 2 倍の半分まで低下した．時間軸の 10 秒付

近では Partition1-2 のレイテンシーが一時的に高くなる原

因は，提案手法によるリソースの再計算と再割当てによるも

のである． 

 

 
図 2 パーティション毎のレイテンシー 

 

5. 今後の課題 

 今後は，パーティション制御の再帰的な実行を可能にし，

ストリーム処理の偏りを継続的に改善する手法を設計する． 
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